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■■サークルフィーダCF　粉粒体供給機

標準仕様

型　式 CF-200 CF-300 CF-500 CF-700 CF-1000 CF-1200 CF-1400 CF-1600 CF-1800 CF-2000 CF-2400
A B A B A B A B A B A B A B A B A B A B A B

最大能力（m3/h） 50Hz 0.13 0.66 0.38 0.89 0.92 2.4 4.9 13 10 20 13 29 18 35 20 38 27 48 30 59 40 86
60Hz 0.15 0.80 0.46 1.1 1.1 2.9 5.9 15 12 24 16 35 22 42 24 46 32 58 36 71 48 104

最少能力（m3/h） 50Hz 0.05 0.37 0.21 0.49 0.51 1.1 1.9 5.6 3.2 7.4 3.9 9.1 5.3 14 5.9 15 6.8 17 8.6 18 11 32
60Hz 0.06 0.44 0.26 0.59 0.62 1.3 2.3 6.8 3.9 8.9 4.8 11 6.4 16 7.1 18 8.2 20 10 22 13 38

モータ（kW） 0.04 0.2 0.4 0.4 1.5 2.2 3.7 3.7 5.5 7.5 7.5

回転速度（min-1） 50Hz 8.1 5.3 6.3 5.3 4.5 4.2 3.6 3.1 2.8 2.6 2.1
60Hz 9.7 6.4 7.6 6.4 5.5 5.1 4.3 3.7 3.4 3.1 2.5

質量（kg） 16 19 60 70 125 145 245 320 410 480 695 800 940 1100 1300 1450 1610 1790 1940 2180 2820 3150
（※ヨシカワ製）

CS-300型
（GMP仕様）

手動昇降タイプ

※■前処理装置との組合せにより、■
自動化、省力化が図れます。

粉粒体供給のさまざまな問題点を
解決できるテーブルフィーダ。

排出原理 押出造粒機との組合せ例

特長 フラットな羽根の回転を利用して、粉粒体を切り出すサークル
フィーダ方式を採用。これまで粉や粒体の供給で問題となった、
ブリッジや偏析などの問題点を一挙に解決。安定した供給を可
能にします
GMPに対応したCSタイプもあります

構造・排出原理

■サークルフィーダはホッパ・サイロ底部に設置します
■底盤の上を薄いフラットな羽根が回転します
■粉体はフラットな羽根により円筒外周部に切出されます
■外周の粉体は外周羽根により排出口に運ばれ排出されます

排出量の調整方法

■流量調節リング隙間調整（標準）
　■ケーシング側面のハンドルを時計方向に回すと能力が増大し、反時
計方向に回すと減少します
羽根の回転速度変更（オプション）
　■羽根の回転を上げると能力が増大し、下げると減少します
　■機械式（バイエル等）
　■電気式（インバータ等）

05_180_209_乾燥_0905.indd   199 2017/09/05   15:01




